
冒頭からお願いで恐縮です：「吉原遊郭」を現在のトルコ風呂(現:ソープランド)の概念を捨てていただきます

ようお願い致します。

５テーマでお話させて戴きます。

①吉原遊郭の歴史とその他との違いについて

②「好かれた客」と「嫌われた客」＝役者はなぜ嫌われたのか？

③吉原遊郭へ足を運ぶためには・・・事前知識が無いと失敗する。

④吉原遊郭の遊び方

⑤遊女の日常生活

⑥吉原遊郭から生まれた町民文化・・・黄表紙・浮世絵

参考資料

1.早稲田大学オープンカレッジ「江戸時代の吉原遊郭と客」資料

2.上記講師　高木まどか著「吉原遊郭」遊女と客の人間模様

3.特別展　蔦屋重三郎　コンテンツビジネスの風雲児

（2025.6.13　東京国立博物館）

馬道哲（S54社学）2025.12.6　西東京稲門会　経済研究会発表資料「吉原遊郭と客」



東西：京間180間（約355ｍ）

南北：京間135間（約266ｍ）

*時代によって変わりますが、その28,500坪余の土地に、遊女3,000人～7.8000人その倍の6,000人～1.2万人

が住んでいました。



1.吉原遊郭の歴史とその他の違いについて

吉原遊郭以前

　京都 中世から1392(応永4)年、足利義満が許した九条の里　1589(天正17)年豊臣秀吉が許した二条柳町→1640(寛永17)年「島原遊廓」

　経緯 1612(慶長12)年、庄司甚右衛門(1575-1644)が遊廓(売買春公認区域)の設置を望み、後に受理される。

＊甚右衛門…小田原北条氏の浪人とも、東海道吉原宿の人とも言われ　不明点が多い。



明暦の大火（1657）に日本橋から浅草へ移転(市街地の開発伴う幕府の命令)

←吉原には歌舞伎座の原点になるよな

役者の演じる場所もあったと記録有り

屋根の付いた小屋になるのは、1700年代に

なる＝役者の地位の向上か

吉原は、葦が生えている原っぱだったから来てるとも　葦原⇒吉原か



吉原遊郭の位置



現在の吉原遊郭跡 ←吉原公園への入り口

湿地帯に造られたので、盛り土(約1.2m)をした。その土をすくっ

た後はお堀になり「お歯黒どぶ」と呼ばれました。

階段の向こうに大谷石の土留めが当時の名残があります

右の道路は、お歯黒どぶ(幅９m)の名残で、遊廓をぐるりと

とりまき、遊女が逃げられないようにした。

吉原遊郭への出入り口は大門一か所のみ　門番が居た

６代目「見返柳」

京都の島原遊廓の門口にある柳を模した

後ろ髪を引かれる思いで振り向いでももはや

吉原を観ることはできない　の意

左の道路が「日本堤」跡

→吉原大門（おおもん）跡

この大門手前の道を花魁道中が行わ

れました 沿道には、多くの人が見

学していたことでしょう。



＊吉原遊郭は、幕府に何度も「岡場所」の禁止を迫るが実質的に成立せず、そのまま現在のソープランドに繋がります。

　ただ、吉原遊郭への遊女の供給源でもあり、持ちつ持たれつの関係も有りました。



江戸前期の吉原遊郭の記録：太夫から〆女郎数まで合計すると５０７６人の遊女が居たことになります。

江戸時代は、大きく分けて江戸前期・江戸中期・江戸後期に分かれます。

江戸前期 大名や上流武士のみが出入りできた。遊女小屋から揚屋(あげや)と呼ばれる建物に歩いて来たのが(花魁)道中の始まり。

上記遊女の階級は、江戸中期には無くなり、太夫は花魁と名を変えます。花魁道中

江戸中期 吉原遊郭の低迷期　非公認の安い遊女小屋である「岡場所」に客を取られる

江戸後期 まさに蔦重の時代。吉原遊郭の復活を望み活躍する時代。江戸の町民文化は、吉原から始まったと言っても過言でなない。

喜多川歌麿や山東京伝らの描いた「をんな絵」は、ほとんどが吉原遊郭の遊女であった。
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揚屋(あげや)：元々大名や上級武士と言った大身(たいしん)の客をもてなすために豪奢な遊び場…江戸後期には無くなり遊女小屋の二階へ

↑揚屋二階の様子(江戸後期)

①酔いつぶれて女性に担がれる客

②お料理やお酒を楽しむ客

③客とお仕事をし終えて身づくろいしながら出てくる

遊女などなど

←揚屋の一階で遊女を待つ様子



２.好かれた客　嫌われた客

好かれた客

金払いの良い人・恰好が良い人・しつっこくない人・野暮でない人・大酒飲みでない人…遊女は、客を恋の相手と観ていた

でも、役者は格好は良いが嫌われた客　身分が低く、遊女と同列視されることが嫌だったと言われているが、すべてではない

実際は、役者と恋仲になった遊女は、たくさんいる。

嫌われた客

①おやじ 「老いぬる客(老いた客)人生50年40過ぎるとおやじ。腎虚：賢水（けんすい：精液)が枯渇して体が衰弱した人、しつっこい

②座頭 頭を丸めた盲人　遊女の三味線の資料はほとんど座頭「当道座」(とうどうざ）という職能集団ができ、江戸後期高利貸業許可

NHK大河ドラマ「べらぼう」の瀬川(小芝風花)は、この座頭に大金を支払ってもらい吉原遊郭の大門を出ることが出来ました。

③役者 千両役者というお金持ちが出てくるのは1700年初頭から、それまでは身分の上がらない期間が長かった。



３.遊女の実像

吉原遊郭は　廓言葉(くるわことば)の「ありんす国」と呼ばれました。「ありんす」「なんし」「わっち」「ざんす」等と話されていました

例「わっちは百姓の娘でありんす」「野暮は嫌いでありんす」

　　遊女が元々使っていた言葉を隠すため(明治半ばまで言語不通：話し言葉が通じない時代でした。

　　客も天女のようにあこがれて遊女にようやく会えたと思ったら言葉が訛っていては、客の夢を壊しかねません。(京都島原遊廓の考案)

上級遊女になるために　容姿だけでなく筆、三味線、和歌などの知識を身に付けた

　かぶろ　7-8歳～12-13歳で姉女郎の道中にくっついて歩き、料理を運んだり、手紙を届ける

字の練習をしたり、三味線のけいこをしり、和歌を詠みました。

　新造 16-18歳頃には新造(しんぞう)と呼ばれ客と新枕(にいまくら)を交わす「水揚げ」を経て

正式な遊女となる。

女衒（ぜげん）娘を親から買い、遊女屋に売る仲介をした者　女見(じょけん)・人置（ひとおき）

山女衒(やまぜげん)：地方を回りをして娘を連れてくる女衒

不法な高利貸をしてその代金として娘を無理やり連れ去る者もいた。

飢饉や災害があった年には、やも得ず娘を売ったり、子供の間引きなどがあった。

連れて来てもすぐに売らない、貧苦のため痩せているので少しの間美味しいものを

食べさせ肉ツキと血色を良くして売った。本人も嬉しく良い暮らしができると思った。

吉原は、人材不足に悩まされることが多く、上級遊女を除く７~８割は、吉原近郊の

少女を臨時で雇った「雇かぶろ」の出身が多かった。

遊女のくらいは流動的で、位を下げられ、名前を変え、お店を変え別の遊女のように

務める。原因は、人気が落ちる　病で勤めがままならない　年齢を重ねたなど ↑花魁瀬川の錦絵

右に「かぶろ」左に「新造」が描かれて

端女郎→散茶女郎→格子女郎→太夫など 「とんぼかえり」とも言った います



４.吉原遊郭へ足を運ぶための予備知識（行き方・慣習など）

①平民は「徒歩」で行く

②船に乗り今戸橋辺りで下船(贅沢)

③馬道通りを馬に乗って行く(身分が高い)

④三ノ輪方面から行く

←猪牙舟（ちょきふね）　そこが平らで高瀬舟の様　降りやすい様に一部が開いている

いずれも日本堤は歩くか籠に乗った



奥に馬道通りを馬に乗ったり歩いたりしている人が描かれ、手前に田畑の中を歩く人がいる

三本描かれているのが「見返柳」であろう

五十間通りは、皆歩いているか籠である。籠も大門前までだった



日本堤も吉原遊郭同様に盛り土をしている

日本堤を籠に乗っていく人、歩いて行く人などが描かれている

茶屋が描かれている辺りは「どろ町」(田町)と呼ばれ、たらいに水を張り

足の泥を落としたことからどろ町と呼ばれました。

「見返柳」付近に茶屋が描かれているがどろ町で「よそ行きの着物」に着替えた

自宅からだと「え！今日お前、吉原にでも行くのか」などとバレてしまう。





大門を入りすぐ右側には最高級茶屋七軒茶屋がありました



いよいよ大門をくぐり仲之町通りを行く

新吉原春景図屏風　歌川豊春筆　1781～1801年頃(個人蔵) ＊デモンストレーション的な屏風との評価もある

①吉原最高級茶屋：七軒茶屋(上部)

②仲之町通りと江戸町通りの門　その交差点を描く

③中央に花魁道中二組が描かれている

④上部左の茶屋の暖簾に巴屋とあるが、実際は手前にあった店

桜の木は、咲くころに植え、咲き終わると移植すると言う面倒なことをやっていました。

それだけ、吉原遊郭には「プライド」があったのでしょう。

「べらぼう」で蔦重と瀬川が「もう一度、吉原を復活させてエんでさ」小芝風花が「そいつあ～　べらぼう　だね～」と言ってる



吉原は、見世・籬（まがき）の格好で値段が解りました。

「花魁」は自室で待つ。見世には出ない
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１万円 ４～５万円 １０万円



高級遊女のみの大見世

吉原遊郭は、日に二回の時間帯がありました この四時間で、お酒を飲み美味しいお料理を食べ、あこがれの

昼見世 九ツ～七ツ　(正午~午後四時頃) 遊女の三味線や歌を聞きながら最後には肌合せができるかもし

夜見世 暮六ツ～四ツ（午後６時～午後１０時） れないと思う中見世での40～50万円は安くありませんか？



5.吉原での遊び方

初会 昼はダメ　夜行くべし　出された料理に手を付けてはダメ　上戸なら酒を飲み笑い声が多いのが良い　床入れ無し

次の予約する　忙しそうにして　ウキウキ賑やかに笑い声が多いのが良い

再会 約束の日を待たず、初会から4～5日空けて太鼓持ちなど案内無し　夕方行くべし　遊女から客の順番を譲ってもらう「もらい」

をお願いしてみるべし。ダメなら帰るのが良し、もし「もらい」が調えば一宿すべし、今宵こそ 新枕である

参会 馴染み（本来は江戸中期以降　参会が新枕です）



流行に乗った服装で行くべし

口中を奇麗にして行くべし

一人では行かない太鼓持ちや知人と行くべし　一人で遊んでいる人は、あぶないか遊女と恋仲の人と見なされました



「床いそぎ」厳禁

特に連れ立って行く時は、そのタイミングがとても重要だった



馴染み客になると客は、遊女からいろんな頼みごとをされるようになる。 新造や「下部路」の衣装などをお願いされた

紋日（もんび）多い月で10日以上客が付かないと遊女は身揚り(自分を自分で買う)してその値段の払った。特別な日は倍額

（右上の遊女の筆をご覧ください。素晴らしいです。こんなにならないと上級遊女に成れなかった）



お金が支払えない客は、ちょんまげを切られ(その後の生活に多大な影響がある)髪飾りを付け女装させられた。

「桶伏せ（おけぶせ）」と言う風呂桶に窓が開いたものの中に入れさせられ、街の見世物にされた。



６.遊女の日常 「吉原遊郭」遊女と客の人間模様　高木まどか著より

遊女の一日というのは大変忙しく、自由な時間と言うのはほとんどなかったと言われます。

朝起きたら身支度をし、昼からはひたすら客を待って、客がとおしてつけば、早朝までお相手。陽が昇る前に客を見送った後、わずかな

睡眠をとって、また身支度・・・の繰り返し。合間には簡素な食事をかけこみつつ、日々の支出に頭を悩ます時間なんかも必要だったで

しょう。

遊女の休日は店によって異なりますが、月に一～三日の「髪洗日（かみあらいび）」のほか、年末年始の数日だけ。

好きな時に休みが取れる「身揚り（みあがり）」という手段もありましたが、身揚りは、主人(楼主）に自分の揚げ代を支払って休みを

もらう方法です。つまり雇先にお金を支払わなければ休めないという、とんでもないブラックな労働環境でした。

妊娠・出産の間の休業はもちろん、病気での療養期間も、この借金が嵩む方法で遊女たちは、休みをもらっていたのです。

ほんの一握りの高級遊女は自分の部屋をもち、そこで客を待てますから、客がつくまでの間、好きに過ごすことが出来ました。

そうした部屋を持たない遊女はどうしたかといいますと、「張見世（はりみせ）」と呼ばれる、道路に面し、格子(籬：まがきとも)をめぐら

した部屋に並んで客を待ちます。つまり、通行者に姿をみせて客となってもらえるようにするわけですね。

当時の絵には、格子の中で三味線を弾いたり、長煙管（ながきせる）で気怠げに煙草を吸ったりする遊女の姿が描かれています。

火を吸いつけた煙草を客にさし出す「吸い付け煙草」は遊女の情愛の表現とも言われ、それを期待しているらしい客が格子越しに群がってい

る様子も。吉原には、「ぞめき」と呼ばれる冷やかしの客も多く訪れました。

古典に和歌に美文字

格子の中で貝合わせの遊びをしている様子なども描かれていますが、とりわけ身を引くのは、読書する遊女たちの姿です。

遊女たちは、日常的に文字を書いたり読んだりする必要がありました。お客と手紙をやりとりするのは、毎日こなす大事な仕事だった。

客からの手紙は、箪笥にとっておいて、折々に見返すこともしていた、「このお客さん、久しぶりだけど、前にどんな話したっけ…」

古典や和歌も嗜まねばならず、「手」(筆跡）の美しさも重視されました。

遊女の読書リストには、もちろん遊女評判記も入っていました。



写真などで見る吉原遊郭

↑大正時代の絵葉書より



貝合わせをする遊女たち

解体前の吉原遊郭(大正時代)



蔦重特別展

より

←京伝の黄表紙に五十間通りに蔦屋の耕書堂の表記あり



日本橋の耕書堂

蔦重特別展より



【編集後記】

「遊廓は、人身売買という今から見れば重大な人権侵害が行われていた場所」高木まどか著　吉原遊郭　より

間違いのない事実であり、そこで働いていた遊女たちは、まさにブラック企業そのものでした。

休みは無く、妊娠や病気になっても身代金を雇い主に献上して休まなければなりません。借金が嵩むため結局は、遊女本人が

遊廓から出られる時間が伸びただけでした。 歴史の表に出ることなく(吉原から出ることなく)亡くなった遊女もいた。

　一方で、吉原には、客同士のコミュニケーションがあり、遊女の評判を広げたり、身の上話をしたり、そして遊女同志は

ライバルであり、同じような境遇で「売られて来た」借金の返済のために、悪条件の中で一生懸命に働きました。

蔦重の雇っていた作家は、のちに名を残す方々がとても多く、やがて西洋に流れ、西洋美術に影響を与えました。

国内的にも、やがて世に出てくる漱石や鷗外の小説家の地位を高めることにも繋がります。

歌麿や京伝が描いた女絵は、ほとんど吉原遊郭の遊女たちです。全身の絵から胸から上の絵を描いた歌麿の「大首絵」（おおく

びえ）は、当時の人気者になりました。そこには、ちょっとした目配りや表情の変化を読みとったまさに「心画」だったのです

(私は、ルノワールなどの印象派と言うべきか？）

吉原遊郭は、文化の中心で江戸人のあこがれの街でした。おびただしい名も無き遊女たちの日々の生活の上に成り立っていたが

遊女の日々の生活が文化を創り、後世へ多大な影響を与えたといっても過言ではないと思います。 馬道
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私の好きな小芝風花演じる花魁の姿

←私の一番好きな小芝風花演じる花魁の写真

幼いころから吉原に入り、新造になりやがて花魁に上り詰めた瀬川は、花魁になっても

見世に出る必要がなくなってからも格子の中で寄りかかり本を読んでいるのです。



↑顔部分の拡大

←夢まくら

喜多川歌麿（1753？～1806）の観察力

歌麿の確かな写生力は、人の表情に遺憾なくあらわされています。

女性の顔は、描かれていないが、男の首をなでるしなやかな手や指の表情が男への愛おしさを強く感じさせている。

一方、女の髪にかかる男の目は冷静で、醒めた目をしている。

男女の織り成す思惑の一瞬が一枚の絵に描き出されている。



蔦屋重三郎 山東京伝

←葛飾北斎「夏の朝　鏡見美人」(江戸後期）は、明らかに上記の喜多川歌麿の「姿見七人化粧」

の構図を真似ている。ひいては、西洋画フィンセント・ファン・ゴッホやクレード・モネの絵に

多大なる影響を与えている。

蔦重が絵師の才能を認め、世に知らしめた。そこに描かれているのは、当時江戸の華であった

吉原遊郭に住んでいた遊女たちである。その絵は、やがて葛飾北斎に影響を与え、やがて西洋に

流れ、ゴッホやモネに愛され西洋画にも影響を与える。

吉原遊郭は、江戸時代に栄えた町民文化の源であり、その根は遊女たちの日々の生活から生まれ、

葛飾北斎を生み、やがて西洋の美術まで動かしていったのです。


